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　まず、2 つの国を想定し、それぞれの国をＮ国およびＳ国とよぶ（以下、 i =N, Sとかく）。そして各
国の生産関数を次のように規定することにしよう。Ai は生産性のパラメータを表す。
  Yi = pi AKi Z i .       （1）
　ただし、Yi および Ki はそれぞれ i 国の総産出量、資本ストック量を表す。また、pi は両国における
技術の違いを表すパラメータを示し、さらにAi は i 国の生産性のパラメータを表す。また、 zi(t)∈[0、1]）
は t 期における i 国の汚染に対する規制水準である。　この水準の下で、一人あたりの産出量は次のよ
うになる。
  Yi = pi Aki zi .       （2）










  Di=Ai Ki zi 
β       （3）




ただし、 Di は i 国における総排出量である。β（β＞１）はパラメータである。ここで、 zi を Di につい
て解き、これを生産関数に代入すると次式が成立する。














1-σ -(B1 Di+B2 Dj)     （5）
ただし、 ci は i 国の消費量であり、 Bi は i 国の国民が環境汚染に対する効用係数を、Bj (j≠i) は i 国の国
民が i 国の越境環境汚染に対する負効用係数をあらわす。σ（＞０）は定数である。
 1. 2. 1　国際的な協調が存在しないケース





=(pi Aki zi )
-σpi Aki -βB1 Aki Li ziβ-1  0   （6）
である。（6）と zi ∈[0、1] に注意し、国際的な協調が存在しないときの最適な zi を zi *で表すと次のよ
うになる。
  zi*=｛ 
1,     (ki kiδ)








σ である。（7）式より、zi*＜1（すなわち ki>kiδ） 
の範囲では、∂zi*/∂ki>0となる。
 1. 2. 2　環境汚染防止技術供与
　つぎに、国際的な協調が実行される場合を考えよう。いま、N 国（先進国）の資本ストックkNは
kN>kNδであり、S 国（途上国）の資本ストック kS は kS<kSδであると仮定する。したがって、（7）より、
z*N<1、z*S=1 である。また、（1）において、pN>pS であるとする。すなわち、N 国のほうが S 国より
も生産性が高いと仮定する。そして、簡単化のため、pS=1 とおく。以上の設定のもとで、国際的協調ルー
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ルを定義する。
　＜環境技術許与の国際協調ルール＞
　（i） N 国は S 国に資金援助を行う。S 国居住者 1 人当たり資金援助額 m は、
  AkS=AkS zS+
LN m
Ls
      （8）
　を満足するように支払われる。
　（ii） S 国は資金援助に応じて、自国の生産量を調整して、汚染物質の排出量を削減する。
　（8）の左辺のAkSは資本蓄積 kSにおける S 国 1 人当たりの生産額である。一方、（8）の右辺の第 1 項






1-σ -(B1 AKN z*N
β+B2 AKS(zS(m))




1-σ -(B2 AKN z*N
β+B1 AKS(zS(m))
β)   （10）
となる。ここで、zs は m に依存しているので zS=zS (m)と記す。
 1. 2. 3　環境維持ゲーム
　以上の準備のもとで、環境技術供与のゲームを構成しよう。各国（各プレイヤー）の戦略空間
STi(i=N, S)は、STN=｛m*, 0｝、STS=｛zS(m*), 1｝である。m*は（8）を満足するmである。この戦略
に対応する各国の利得関数を示すと、次のようになる。

















1-σ -(B1 AKN z*N







1-σ -(B2 AKN z*N


















1-σ -(BN AKN z*N




1-σ -(BS AKN z*N






zS = zS(m*) z*S = 1
m=m* （（11）　,（12）） （（13）　,（14））
m= 0 （（15）　,（16）） （（17）　,（18））
　N 国の利得関数に関しては（15）＞（11）＞（13）、（13）＜（17）が成立し、S の利得関数に関しては（14）
＞（12）＞（16）、（16）＜（18）が成立している。すなわち、囚人のジレンマが発生しており、m= 0、
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1 級 2 級 3 級 1 級 2 級
二酸化硫黄（SO2） 0.020 0.060 0.100 0.020 0.060
二酸化窒素（NO2） 0.040 0.080 0.080 0.040 0.040
粒子状物質（PM10） 0.040 0.10 0.15 0.040 0.070
微小粒子状物質（PM2.5） なし なし なし 0.015 0.035
出典　2012年中国環境状況公報（小柳秀明　公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）北京事務所長）
（備考 1 ）新環境基準は2016年 1 月 1 日から全面施行（全国実施）
（備考 2 ）1 級は自然保護地域、風景名勝地域など特別な保護を必要とする適用される基準、2 級は居
住地域、商業交通住民混在地域、文化地域、工業地域、農村地域に適用基準。3 級は特定工業地域適







0－50 優 0 −≦0.035mg/m2 0.035mg/m2は日本の環境標準
51－100 良 0.035< −≦0.075mg/m2 0.075mg/m2は中国の環境基準
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ゾン（O3）で、それぞれ汚染総日数の63.4％、20.1％を占めていた。
第三章　日本・中国合弁企業の変遷と技術移転の歴史
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長が 4 m以内の小型車）の乗用車中で、自主ブランドのシェアは50.4%を占めた。A級車（車長が4.3 ～
4.79mの普通車）の中で、自主ブランドのシェアは 5 %だけである。自主ブランド企業として成長して
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トヨタ生産方式の全面導入と技術移転の結果、第一汽車のトランスミッション工場は 2 年 4 か月（1990
年～ 92年 4 月）で 1 億3850万元（約19億3900万円）の投資金をすべて回収することができた。1993お























問 1 　環境問題、あるいは環境問題によって起こりうる事柄のなかで、気になるものを上位から 5 つあげて
ください。
中　国 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 日　本 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位
 1. 地球温暖化 9 26 39 43 20  1. 地球温暖化 12 25 30 33 30
 2. オゾン層の破壊 33 22 23 29  2. オゾン層の破壊 3 12 33 29
 3. 異常気象 12 54  3. 異常気象 2 54
 4. 自然破壊 3 18 17 15  4. 自然破壊 33 18 17 15
 5. 海面上昇  5. 海面上昇
 6. 大気汚染 78 44 20 23 2  6. 大気汚染 75 44 29 23
 7. 砂漠化 8 8  7. 砂漠化 1 8
 8. ゴミの不法投棄 1  8. ゴミの不法投棄
 9. 資源の枯渇 32 25 17 20 5  9. 資源の枯渇 17 30
10. 酸性雨 6 10. 酸性雨 6
11. 熱帯林の減少 17 11. 熱帯林の減少
12. 生態系異常 11 6 12. 生態系異常 1 21
13. エネルギー不足 12 2 18 21 13. エネルギー不足 14 2 18 26
14. 海洋汚染 22 13 14. 海洋汚染 30 26 16 22 20
15. 水質汚染 22 1 6 2 15. 水質汚染 20 6 6 10 8
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表 6 　環境保全のため、どのような工夫や努力を行っているか
問 2 　あなたは毎日の暮らしの中で、環境保全のため、どのような工夫や努力を行っていますか。
　　この中から上位 3 つをあげてください。ただし、3 つない場合はあるぶんだけ書いて下さい。















































































問 3 　あなた自身がエコロジー活動に取り組む理由は何ですか？この中から上位 3 つをあげてくだ
さい。ただし、3 つない場合はあるぶんだけ書いて下さい。





































 8. 楽しいから 47  8. 楽しいから 9
 9. 流行しているから 9 15  9. 流行しているから
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安全性 78.50％ 安全性 59.70％
故障のしにくさ 71.80％ 故障のしにくさ 45.70％
燃費の良さ 61.10％ 燃費の良さ 70.20％
走行安定性 59.00％ 走行安定性 25.50％
アフター・フォロー 58.60％ アフター・フォロー 38.00％
環境性能 49.80％ 環境性能 35.50％
価格 48.00％ 価格 69.50％
乗り心地のよさ 45.90％ 乗り心地のよさ 37.40％
ブランド 42.60％ ブランド 32.60％
維持費の経済性 40.20％ 維持費の経済性 39.70％
残価 35.40％ 残価 45.40％











中　国 1 位 2 位 3 位 日　本 1 位 2 位 3 位
 1. 燃費の良さ 28 53 39  1. 燃費の良さ 87 33 49
 2. 安全性能の向上 67 31  2. 安全性能の向上 20 21 11
 3. 価格の安さ 23 52 34  3. 価格の安さ 38 40 44
 4. 環境への配慮 40 24 59  4. 環境への配慮 25 44 39
 5. デザインの良さ 41 39 51  5. デザインの良さ 21 49 40
 6. 走行性能の向上 1  6. 走行性能の向上 8 12 16
 7. オプションの充実 15  7. オプションの充実
 8. 高級さ  8. 高級さ
 9. その他（　　　）  9. その他（　　　）













中　国 1 位 2 位 3 位 日　本 1 位 2 位 3 位
 1. 電気自動車 70 82 34  1. 電気自動車 40 50 24
 2. 燃料電池自動車 19 31  2. 燃料電池自動車 20 21
 3. 天然ガス自動車 17 6  3. 天然ガス自動車 16 16
 4. 水素自動車 21 49 41  4. 水素自動車 15 50 38
 5. ハイブリッド自動車 80 31 50  5. ハイブリッド自動車 110 63 36
 6. プラグインハイブリッ
ド自動車
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表11　環境に配慮した自動車を買う際に検討される自動車の種類
問 7 　環境に配慮した自動車を買う際に検討される自動車の種類を上位から 3 つ選んでください。
1 位 2 位 3 位 1 位 2 位 3 位
 1. 電気自動車 74 83 37  1. 電気自動車 54 66 20
 2. 燃料電池自動車 18 31  2. 燃料電池自動車 15 48
 3. 天然ガス自動車 16 4  3. 天然ガス自動車 12 25
 4. 水素自動車 12 46 50  4. 水素自動車 22 46 30
 5. ハイブリッド自動車 89 35 36  5. ハイブリッド自動車 109 52 40
 6. プラグインハイブリッ
ド自動車















問 8　ハイブリッド自動車の購入を検討される場合は、その理由を次のうち上位から 3 つを選んでください。
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